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　　　　　　　　今年中の遊星による掩蔽

　大英協會（B．AA．）の年鑑　Handbookに強るミ，今1929年中に，遊星

が恒星を掩ふ現象は下の如く，前後14回ある．（時刻は日本中央標準時）

（1）一月9日，金星が〔B．D．一12。6260〕星を掩蔽する．（星は8．6等級）

　　潜入　　午前7時23分，　位置角（北より）80。　　金星の暗：線にて

　　出現　　　〃7　29，　　ク　（　〃　）230・

　之れは北米大陸の東部から見えるのみ．

（2）一月25日，金星が〔B．D．一405890〕星を掩蔽する．（星は8．5等級）

　之れは鰍洲の大部分から見える．例へば英國グリニチでは

　　潜入　　午前3時17分，　位置角（北より）104Q，　金星の暗線にて

　　出現　　　〃3　Z2　，　　〃　（　〃　）204・

（3）二月14日，金星が〔B．D．十5095〕星を感恩する・（星は8・6等級）

　之れは北アメリカの一部で見えろ．例へばヤーキース天文皇では

　　潜入　　午前10時25分，　位置角（北より）43a，　金星の暗線にて

　　出現　　　〃10　35　，　　　〃　（　〃　）253・

（4）三月4日．木星が〔B．D．十12。327〕星に接近する．（星は83等級）

　　最接近時刻　　午前7時26分

　之れは日本から濠州までの各地で見える．日本では星が木星の北極より

　5”，愚詠では3”だけ北に見える．

（5）三月20日，金星が〔ひつじ座15番目瑠に接近する．（星は5．6等の肉眼星）

　　最接近時刻　午前6時3分

　泊れは欧洲北部で見える．

（6）四月8日．火星が〔B．D．＋2501519〕星に接近，（星は8．1等撒）

　　最接近時刻　　午後10時12分
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　掌れは日本支那なさ東洋方面で見える．北海道では星が火星の南極より

　3”，京都では4”，皇灘では約6”だけ南にある．

（7）四月22日、火星が〔BD．十24。1619〕星を掩蔽する．（星は8．3等級）

　掌れは敏洲及び北部アフリカ方面で見える．例へば伊國フ1レンツエ市

　では

　　潜入　　午前5時45分，　位置角（北より）75。

　　出現　　　〃　5　49　，　　〃　（　〃　）303．

（8）五月5日，火星が〔B．D．十23。1843〕星を掩蔽する．（星は9．1等級）

　之れは南アフリカ方面で見えるのみ．例へばケープタウンでは

　　潜入　　午前1時39分，　位置角（北よリ）90。，

　　出現　　　〃　1　43　，　　　〃　（　〃　）294．

（9）五月22日，天王星が〔B．D．十2．91〕星に接近する，（星は9，0等級）

　　最接近時刻　　午前1時

　之れは南太李洋で好く見えるのみ．星ミ天王星εの覗距離は3”乃至4”

　濠洲でも10”以内に見える．

（10）五月25日．火星が〔かに座BllO番〕星に接近．（星は7．0等級）

　　最小近時刻　　午後0時7分

　太卒洋の南部では掩蔽が見えるのであるが，メキシコ方面では此の爾つ

　の星が5”ほさに接近するのが見える．

（11）六月12日．金星が〔B．D．十10。321〕星を掩蔽する．（星は約8等級であ

　るが，實は掌れは8．6等ε8．7等εの二重星である，）

　之れは北アメリカの西南部のみから見える．例へばヰルソン山では

　　潜入　　午後7時52分，　位置角（北より）67。，

　　出現　 〃8　6，　　〃（〃）264・　（金星の1｝音線よiJ）

　、二つの星の出現は1分牛ほ曹の時刻の差がある筈．
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（12）七月5日．木星が〔うし座ω〕星を掩歯する．（星は4．8等の肉眼星）

　駆れは1914年LJ來の珍現象であるが，見える地方は殆ん曹太ZF洋中の・、

　ワイ島に限られてみる．時刻は

　　潜入　　午後llev12分，　位置角（北より）93。

　　出現　K午前0　16　，　　〃　（　〃　）247・

　但し，星の光度が大きいからリクやヰルソン山天文毫あナこりの大望蓮鏡

　で観測が出來るだらう．（此の地方では日出後だけれ♂）

（13）八月5日．金星が〔B．D．十2101109〕星を掩忘する・（星は8・6等級）

　逼れは南アメリカで見えるのみ．例へば，アルヘンチナ國コルドバでは

　　潜入　　午後7時42分，　位1角（北より）50つ

　　出現　　　　　〃　　7　　47　　，　　　　　〃　　（　　〃　　）3000．

（14）十一月27日．金星が〔てんびん座・〕星に接近，（星は5．3等星）

　当れも，南太ZF洋では掩蔽が見えるのだが，南米では叢間になる．北米

　ローエル天文皇では午後10時30分頃，星が金星の北縁から3”ほε・離れ

　て見える、

　　　　　　　　第四回汎太李洋加配會議

　去る1926年（大正十五年）の秋，我が東京で開かれた第三回三太三洋學術

會議の事は當時の「天界」第69號第533頁あたりにも詳しく載せたもので

あるが，今1929年には此の會議の第四回會合が南洋オランダ領ジヤバで開

かれる．

　今年の會議は五月16日から六月五日までε決定されナこ・之れは営って「天

界」第79號第432頁にも報じた通り，五月9日のH食のこεを始めから考

慮しナこ結果であって，此の日食の槻測に参加する全世界の天文學者ナこちを・

汎着陸暦仁議にも参加させるつもりで，其の便宜のために決定されたもの

である．しかし，今までに難行委員から公表されナこプログラムについて見

るε，闇々の中には特に天文學者の興味を呼びさうな題目が甚だ少ない・


